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を手際よく仕分けされて、翻訳作業を滞りなく進める
うえで、大きな貢献をしてくださいました。その後、無
事に翻訳は完成し、事典は世に出ることになったので
す。この翻訳は、編集担当をしてくださった北山さん
の支えがなければ、決して果たせない仕事だといって
いいでしょう。
最後に、仕事を離れた北山さんの横顔を紹介しま
しょう。私は、大学の業務や人権問題以外のことにつ
いて、北山さんと親しく話をしたことがあまりありませ
ん。いつも会うたびに、講演会の企画や室長室会の
議題などといった仕事の話ばかりしていたのです。で
すから、北山さんがどんな趣味をお持ちなのか、どん
な映画や本がお好きなのかといったことについては、
何も知りません。ただ、一度だけ、北山さんの休日の
姿に触れたことがあります。ある日、ふとしたきっかけ
で、北山さんが大阪あたりの安くてうまい居酒屋にめっ
ぽう詳しくて、休みの日にはよくB級グルメ探訪をし
ておられることを知りました。たんに詳しいだけでは
ありませんでした。探究が高じて、親しいお仲間を誘っ
て、大阪周辺の食べ歩きの会を主催しておられたので
す。私も商店街の居酒屋のカウンターでわいわい喋り
ながら飲むのが好みなので、ぜひ一度、その食べ歩
きの会に加えていただき、大阪の大衆居酒屋を北山
さんの案内で梯子したいものだと思っていました。
そう思うと、あのときこんなことを聞いておけばよ
かったとか、こんなことを一緒にしたかった、という
ようなことばかりが残ってしまったような気がします。
まさか、こんなに早く天に召されるとはだれも思って
はいませんでしたから。
時間ができたら、一度、一人で大阪の北山さんが行
きそうな街角の大衆居酒屋へ入って、北山さんの好き
だったかもしれない酒の肴をあれこれ想像しながら、
飲んでみたいと思っています。
